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事務局だより
　「三宅島新報」発行

は、平成 18 年（2006）

１月１日から 13 年間、

編集などの作業を、向

上高校新聞委員会の卒

業生がつくるＤＴＰＡ

に担当していただきま

した。また多くの皆さ

まに、寄稿や取材など

でご協力をいただきま

した。改めて心より感

謝を申し上げます。な

お、ＤＴＰＡの有志を、

８月 24、25 日に、三

宅島にお招きする予定

です。

【三宅島ふるさとネット事務局】

郵便番号：173-0005

住所：板橋区仲宿２-１

　携帯：090-4922-0798

  FAX：03-3964-4065

　　連絡先　佐藤就之

世話人会  ５月９日に開催

新たな活動方針を決議
　

全
島
避
難
指
示
解
除
後
、
望
ん
で
も
帰
島
が
叶
わ
な
い
在
京
者
の
支
援
等
を

目
的
に
設
立
し
た
「
三
宅
島
ふ
る
さ
と
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活
動
は
、
立

ち
上
げ
か
ら
13
年
が
過
ぎ
た
こ
と
で
節
目
を
迎
え
て
い
る
。
５
月
９
日
に
行
わ

れ
た
世
話
人
会
で
は
、
本
紙
の
休
刊
な
ど
新
た
な
活
動
方
針
を
決
議
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
世
話
人

会
は
、
令
和
元
年
５
月
９
日

巣
鴨
で
開
催
し
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
協
議
。
方
針
と
決

算
・
予
算
を
決
め
た
。

　

三

宅

島

の

火

山

ガ

ス

の

放

出

は
、

平

成

28

年

（
２
０
１
６
）
５
月
に
、
一

時
的
な
増
加
が
見
ら
れ
た

が
、
そ
の
後
は
放
出
量
も
少

な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

現
在
は
、
雄
山
山
頂
ま
で

の
道
路
整
備
を
行
い
、

緊
急
避
難
施
設
が
完
成

す
れ
ば
、
観
光
資
源
と

し
て
活
用
の
準
備
を
急

い
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
な

の
で
、
ふ
る
さ
と
ネ
ッ

ト
の
活
動
も
見
直
す
こ

と
に
な
っ
た
。　

一
、
情
報
活
動

　

被
災
者
に
と
っ
て
一

番
求
め
ら
れ
る
も
の

は
、
情
報
で
あ
る
。

　

向
上
高
校
新
聞
委
員

会
Ｏ
Ｂ
よ
る
「
Ｄ
Ｔ
Ｐ

Ａ
」
の
「
三
宅
島

新
報
」
発
行
は
、

「
帰
り
た
く
て
も

帰
れ
な
い
」
約
千

人
の
在
京
者
と
島

民
に
支
え
ら
れ
、

各
被
災
地
と
マ
ス

コ
ミ
関
係
者
の
取

材
窓
口
と
し
て
役

割
を
果
た
し
た
。

　

し
か
し
、
火
山

活
動
も
安
定
を

保
っ
て
い
る
の
で
、
「
三
宅

島
新
報
」
発
行
を
今
後
３
回
、

噴
火
後
20
年
目
を
迎
え
る
来

年
の
１
月
１
日
号
ま
で
と
し

休
刊
と
し
た
い
。
ご
協
力
を

頂
い
た
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
継
続
し

情
報
更
新
を
行
う
。

二
、
被
災
地
と
の
連
帯
活
動

に
つ
い
て

　

各
被
災
地
と
連
携
す
る
。

交
流
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

経
験
と
教
訓
を
共
有
し
て
い

ま
だ
道
半
ば
と
い
え
る
。
従
っ

て
、
復
興
の
在
り
方
、
方
向

に
つ
い
て
、
常
に
検
討
課
題

と
し
移
住
促
進
な
ど
再
生
に

微
力
な
が
ら
努
め
た
い
。

四
、
そ
の
他

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
す
努
力
を

す
る
。

き
た
い
。

三
、
三
宅
島
の
復
興
・
再
生

の
取
組
に
つ
い
て

　

三
宅
島
の
復
興
・
再
生
は
、

ふるさとネット　平成３０年度決算報告

ふるさとネット世話人会の参加メンバー
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  イ 児童・生徒数の推移（平成30年8月1日現在） 
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若者を増やすカギ
　

東
京
都
三
宅
支
庁
発
行
の
平
成
30
年
度
版
「
管
内
概
要
」
の
中
か
ら
、
主
な
課
題
を

取
り
上
げ
て
評
論
を
加
え
た
い
。
教
育
関
連
で
は
、
村
内
小
・
中
学
校
新
入
生
は
増
加

し
た
の
に
対
し
、
高
校
卒
業
生
の
島
外
流
出
の
深
刻
さ
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
観
光
関

連
に
お
い
て
は
、
高
運
賃
や
宿
泊
費
の
影
響
か
ら
若
年
層
の
来
島
者
数
が
横
ば
い
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
増
加
に
向
け
た
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

村
内
に
お
け
る
今
年
の
新

入
生
は
、
小
学
生
が
17
人

（
昨
年
比
７
人
増
）
、
中
学
生

が
６
人
（
同
２
人
増
）
の
計

人
23
で
あ
っ
た
（
左
の
表
は

平
成
30
年
度
ま
で
の
児
童
・

生
徒
数
の
推
移
。
「
概
要
」

１
３
３
頁
よ
り
作
成
）
。
本

年
度
「
概
要
」
に
示
さ
れ
た

29
年
度
中
学
卒
業
生
の
進
路

を
見
る
と
、
卒
業
生
12
人
（
御

蔵
島
含
む
）
の
う
ち
、
10
人

が
三
宅
高
校
へ
進
学
し
て
い

る
。
一
方
、
高
校
卒
業
後
の

進
路
を
見
る
と
、
29
年
度
三

宅
高
校
卒
業
生
14
名
全
員
が

島
外
へ
進
学
、
ま
た
は
就
職

し
て
い
る
現
状
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

過
去
の
デ
ー
タ
を
見
る

と
、
27
年
度
に
１
名
が
島
内

に
就
職
し
た
以
外
、
過
去

５
ヶ
年
度
の
卒
業
生
全
員
が

島
外
へ
出
て
お
り
、
若
年
層

の
流
出
が
深
刻
な
現
状
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

毎
月
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
宛

に
、
三
宅
小
学
校
（
校
長　

竪
山
浩
人
先
生
）
、
三
宅
中

学
校
（
校
長　

阿
部
仁
明
先

生
）
か
ら
「
学
校
だ
よ
り
」

を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
。
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い

こ
と
で
あ
る
。
「
学
校
だ
よ

り
」
で
は
校
長
・
副
校
長
先

生
と
各
先
生
、
お
よ
び
職
員

が
熱
心
に
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
が
、
充
分
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

島
の
教
職
員
も
し
っ
か
り

配
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今

後
の
課
題
と
し
て
は
、
生
徒

が
希
望
す
る
進
路
選
択
へ
の

先
生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
育
委
員

会
が
一
丸
な
っ
た
取
り
組
み

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
実
現
す

れ
ば
、
親
の
経
済
負
担
も
軽

減
で
き
、
「
ふ
る
さ
と
の
発

展
」
や
「
貢
献
」
等
へ
の

愛
着
が
増
し
、
若
年
層
のU

タ
ー
ン
や
卒
業
生
の
島
外
流

出
解
決
の
糸
口
も
増
そ
う
。

　

昨
年
度
末
に
は
卒
業
式
、

本
年
度
の
入
学
式
の
ご
案
内

を
頂
い
て
い
た
。
し
か
し
２

月
に
亡
く
な
っ
た
妻
の
入
退

院
等
の
た
め
、
式
に
出
席
で

き
な
か
っ
た
の
は
残
念
な
こ

と
で
あ
っ
た
。
島
の
教
育
に

触
れ
る
よ
い
機
会
で
も
あ

り
、
次
回
は
参
加
し
た
い
。

三宅島　御蔵島の児童・生徒数の推移
平成 30 年８月１日現在

小
・
中
学
校
入
学
者
は
増
加
し
た
け
れ
ど
…

高
校
卒
業
者
の
流
出 

深
刻
な
状
況
明
ら
か
に
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三宅支庁 管内概要より考察

教育と観光事業が
(2) 来島者の状況  

ア 観光人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）平成12年 9 月以降平成17年１月末まで、三宅島は全島民島外避難指示により、渡島不可。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成29年伊豆諸島・小笠原諸島観光客入込実態調査報告書） 

イ 年別、交通機関別来島者の状況（ 1 月～12月） （単位：人） 

年 

 

交通機関 

平成27年 平成28年 平成29年 

航 空 機 
三 宅 島 9,081 (20.1％) 9,410 (21.2％) 10,756 (24.1％)

御 蔵 島 2,421 (23.2％) 2,541 (23.5％) 2,622 (24.5％)

船 舶 
三 宅 島 36,158 (79.9％) 34,906 (78.8％) 33,925 (75.9％)

御 蔵 島 7,999 (76.8％) 8,266 (76.5％) 8,098 (75.5％)

計 
三 宅 島 45,239 (100.0％) 44,316 (100.0％) 44,681 (100.0％)

御 蔵 島 10,420 (100.0％) 10,807 (100.0％) 10,720 (100.0％)

（平成29年伊豆諸島・小笠原諸島観光客入込実態調査報告書） 

三宅島 

御蔵島 

－ 104 －

三宅島　御蔵島来島者の状況

　

今
年
は
４
月
末
か
ら
の
10

連
休
な
ど
が
あ
り
、
東
海
汽

船
の
三
宅
島
へ
の
乗
船
者

は
、
前
年
度
と
比
べ
て
20
％

前
後
増
え
て
い
る
。

　

各
島
で
も
観
光
を
主
要
事

業
と
し
て
い
る
の
で
今
後
も

島
へ
の
観
光
客
の
増
加
が
期

待
で
き
る
。

　

御
蔵
島
の
来
島
者
は
三
宅

島
の
約
21
％
程
だ
が
、
右
の

「
来
島
者
の
状
況—

観
光
人

口
の
推
移
」
（
概
要
１
０
４

ペ
ー
ジ
）
で
見
る
と
、
平
成

12
年
の
全
島
避
難
中
に
一
気

に
右
肩
上
が
り
と
な
り
、
そ

の
後
21
年
か
ら
下
が
っ
た
が

そ
の
後
回
復
。
一
方
、
三
宅

島
は
、
18
年
以
降
下
降
し
た

後
多
少
回
復
し
て
は
い
る

が
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　

平
成
29
年
度
三
宅
島
の
宿

泊
施
設
と
収
容
人
数
は
、
旅

館
・
ホ
テ
ル
が
２
軒
（
定
員

70
人
）
、
民
宿
は
30
軒
（
定

員
５
１
０
人
）
、
バ
ン
ガ
ロ
ー

が
１
棟
（
定
員
８
人
）
、キ
ャ

ン
プ
場
は
１
ヶ
所
（
定
員
12

人
）
で
あ
る
。
合
計
す
る

と
34
軒
に
な
り
、
定
員
が

６
０
０
名
だ
。

　

一
方
、
御
蔵
島
の
平
成
29

年
度
宿
泊
施
設
と
収
容
人
数

は
、
通
年
営
業
の
民
宿
が
７

軒
（
定
員
１
０
９
人
）
で
、

季
節
営
業
は
１
軒
（
定
員
12

人
）
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
は
５
軒

（
定
員
20
人
）
で
合
計
13
軒

あ
り
、
１
４
１
人
収
容
が
可

能
で
あ
る
。

　

以
前
に
も
本
紙
で
触
れ
た

が
若
い
来
島
者
の
悩
み
は
、

高
い
運
賃
と
宿
泊
代
だ
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
為
、
若
者
の

集
客
増
加
に
向
け
て
動
く
中

で
、
苦
労
を
重
ね
て
い
る

リ
ー
ダ
ー
の
悩
み
を
聞
く
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
一

般
で
は
、
繁
忙
期
に
は
、
大

売
り
だ
し
す
る
等
様
々
な
も

の
が
安
く
な
る
は
ず
だ
が
、

船
の
運
賃
は
逆
に
高
く
な

る
。
こ
れ
で
は
、
来
島
者
は

増
え
な
い
。

　

宿
泊
代
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
キ
ャ
ン

プ
場
の
増
設
を
公
営
化
で
ま

か
な
っ
た
ら
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
民
宿
に
関
し

て
は
経
営
者
の
高
齢
化
い

よ
っ
て
、
廃
業
傾
向
な
の
が

気
が
か
り
だ
。

　

最
後
に
、
人
口
動
向
の
出

生
・
死
亡
に
つ
い
て
平
成
29

年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の

デ
ー
タ
で
は
、
三
宅
島
は
出

生
７
人
、
死
亡
20
人
で
13
人

の
減
少
。
一
方
、
御
蔵
島
は

各
３
人
で
人
口
の
増
減
は
な

か
っ
た
。
（
移
住
者
は
別
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
10
連
休
の
影
響
で
20
％
増

来
島
者
は
18
年
以
降
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
況
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この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。

編
集
後
記

　

私
た
ち
の
先
輩
が
、
向
上

高
校
新
聞
委
員
会
の
取
材
を

き
っ
か
け
に
編
集
を
担
当
し

て
き
た
「
三
宅
島
新
報
」
が

来
年
の
１
月
１
日
号
を
も
っ

て
休
刊
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
間
、
編
集
に
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
た
こ
と
を
光
栄

に
思
う
と
と
も
に
、
三
宅
島

の
更
な
る
発
展
を
願
っ
て
い

ま
す
。　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

福島からの移住者 国分晶子さんに聞く

「あの日から ８年目を迎えて」

両
陛
下 

島
民
帰
島
後
の
三
宅
島
に

ご寄付者名
三宅島建設工業株式会社様
光安千久子様　佐藤就之様
吉田信行様　　柚木裕子様
土岐冨士子様　倉持房枝様
青谷知己様　　坂本健様　
谷原和憲様　　菊池千春様
佐藤宗ノ子様　
　皆様のご協力に深く感謝
を申し上げます。

原発事故による逃避行を
綴った紙芝居「見えない雲
の下で」を上演

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
住
ん
で
い
た

浪
江
町
を
離
れ
現
在
三
宅
島
で
生
活
を
し
て
い
る
国
分
晶
子
さ
ん
に

話
を
聞
い
た
。
現
在
も
浪
江
町
は
「
帰
還
困
難
区
域
」
の
ま
ま
で
あ

り
、
放
射
能
が
飛
散
し
続
け
て
い
る
。
除
染
・
廃
炉
作
業
を
行
う
作

業
員
に
感
謝
と
変
わ
り
ゆ
く
故
郷
の
「
今
」
を
伝
え
た
い
と
話
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福

島
第
一
原
発
事
故
か
ら
8
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

一
昨
年
の
春
、
浪
江
町
の

一
部
は
避
難
解
除
に
な
り
ま

し
た
が
、
私
が
住
ん
で
い
た

浪
江
町
津
島
地
区
は
、
高
腺

量
の
放
射
能
が
一
気
に
降
り

注
い
だ
地
域
の
為
、
未
だ
に

「
帰
還
困
難
区
域
」
の
ま
ま

で
す
。
震
災
の
後
、
三
宅
島

に
ご
縁
を
戴
い
て
か
ら
２
年

に
な
り
ま
し
た
。
島
の
皆
さ

ん
に
も
良
く
し
て
戴
き
、
感

謝
の
日
々
で
す
。

　

三
宅
島
は
、
約
20
年
に
一

度
の
噴
火
を
繰
り
返
し
て
い

て
、
最
後
の
噴
火
か
ら
間
も

無
く
20
年
に
な
る
そ
う
で

す
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
経

験
し
た
噴
火
の
事
を
明
る
く

話
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
「
３
・
11
」
で
は
、

勤
め
先
の
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

に
て
原
発
事
故
に
よ
る
逃
避

行
を
綴
っ
た
紙
芝
居
「
見
え

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨

年
の
北
海
道
地
震
で
、
全
道

が
停
電
に
な
っ
た
時
は
、
北

海
道
唯
一
の
「
泊
原
発
」
が

再
稼
動
す
る
の
で
は
な
い
か

と
、と
て
も
心
配
し
ま
し
た
。

　

事
故
が
起
こ
る
以
前
は
、

原
発
の
「
安
全
神
話
」
を
信

じ
て
い
た
人
の
何
と
多
か
っ

た
事
で
し
ょ
う
。
私
も
そ
の

一
人
で
し
た
。
「
水
素
爆
発
」

や
「
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
」
と
い

う
言
葉
さ
え
知
り
ま
せ
ん
で

　

読
売
新
聞
４
月
28
日
号

で
、
〝
感
謝
の
ノ
ー
ト　

両

陛
下
へ
の
思
い
（
下
）
「
遊

び
に
来
て
ね
」
実
現
に
喜
び

　

三
宅
島
噴
火　

帰
島
後
も

再
会
〟
５
段
抜
き
見
出
し
で

特
集
記
事
を
掲
載
し
た
。
内

容
は
、
下
田
市
に
避
難
し
た

漁
師
の
家
族
で
小
学
校
２
年

の
Ｍ
さ
ん
と
交
わ
し
た
「
今

度
う
ち
に
も
遊
び
に
来
て

ね
」
に
応
え
帰
島
１
年
後
の

06
年
３
月
に
両
陛
下
が
三
宅

島
で
再
会
。
美
し
い
記
事
で

あ
る
。
両
陛
下
は
全
島
避
難

中
に
、
８
回
も
各
避
難
所
等

を
訪
ね
島
民
を
労
っ
た
。
今

で
も
、「
遊
び
に
来
て
ね
」は
、

三
宅
島
の
復
興
に
最
も
必
要

な
呼
び
か
け
だ
。

　

帰
島
後
い
ち
早
く
三
宅
島

に
お
出
で
い
た
だ
い
た
上
皇

陛
下
の
お
心
づ
か
い
を
、
全

島
民
は
忘
れ
る
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
。

小
学
生
の
「
遊
び
に
来
て
ね
」
が
実
現

な
い
雲
の
下
で
」
を
上
演
さ

せ
て
戴
き
ま
し
た
。
利
用
者

の
皆
さ
ん
は
、
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
下
さ
り
、
涙
ぐ
む
方

も
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
紙
芝
居
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

て
原
発
事
故
の
事
を
伝
え
て

し
た
。
未
だ
に
収
束
さ
れ
て

い
な
い
原
発
か
ら
放
射
能
が

飛
散
し
続
け
て
い
る
と
聞
き

ま
し
た
。
ま
た
、
除
染
作
業

が
終
了
し
た
地
域
で
も
、
再

び
腺
量
が
高
く
成
っ
て
い
る

と
も
。

　

「
廃
炉
処
理
」
に
こ
れ
か

ら
ど
れ
程
の
時
間
を
費
や
す

事
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

事
故
直
後
か
ら
、
今
現
在

も
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
除
染

と
廃
炉
作
業
に
汗
を
流
さ
れ

て
い
る
、
大
勢
の
作
業
員
の

皆
さ
ん
に
、
慰
労
と
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
浪
江
」
に
足

を
運
び
、
変
わ
り
ゆ
く
故
郷

の
「
今
」
を
伝
え
て
行
こ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。


